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議事録番号 

提出 平成 30年 1月 5日 

 

会合議事録 

 

研究会名：構造物性研究会ユーザーミーティング 

日  時：2017年 9月 4日 10:00 – 12:00 

場  所：広島大学 東千田キャンパス 東千田未来創生センター M203号室 

出席者：（議事録記載者に下線） 

黒岩芳弘(広島大)・木村滋(JASRI)・河口彰吾(JASRI)・杉本邦久(JASRI)・藤原

明比古(関西学院大)・片山芳則(QST)・小西啓之(QST)・澤博(名古屋大)・久保

田佳基(大阪府大)・若林裕助(大阪大) 

      計 10名 

 

目的:  

本会合では、SPring-8 で展開されている硬 X 線を用いた構造物性研究につい

て、会員間で情報を共有し、今後の展望について議論します。また、それらに

基づき、構造物性研究における SPring-8の利用者の動向を調査し、SPring-8次

期計画に関する事項を含め意見を集約します。今回は、研究会メンバーの多く

が関心深いであろう BL02B1単結晶構造解析ビームラインに導入される新しい計

測システムとそれを使った利用研究から議論をスタートします。 

BL02B1単結晶構造解析ビームラインでは、2017B期に高エネルギー対応の CdTe

ピクセル検出器を備えた 2次元 X線検出器 PILATUSが導入され、2018A期からの

本格的利用を目指していると聞いています。今回の会合では、まず、ビームラ

イン担当者から検出器の仕様や利用について紹介いただきます。そして、この

検出器を使った新分野・新領域に関する研究開発についてニーズを調査し、総

合討論の中で今後の利用研究について意見交換します。また、BL02B2 粉末構造

解析ビームラインの現状や高度化についても報告いただき、利用研究成果の最

大化について議論したいと思います。 

 

プログラム： 

10:00 - 10:05  開会の挨拶  

                    黒岩 芳弘（広島大学） 



10:05 - 10:45  BL02B1へのピクセル検出器導入について 

                    杉本 邦久（JASRI） 

10:45 - 11:05  BL02B2の現状と高度化計画について 

                        河口 彰吾（JASRI） 

11:05 - 11:30  SPring-8次期計画について 

                        木村 滋（JASRI） 

11:30 - 12:00  総合討論および利用者の動向調査に関する議論 

                        進行役 黒岩 芳弘（広島大学） 

 

議事内容： 

〇研究会代表 広島大学の黒岩芳弘氏よりご挨拶と趣旨説明 

 

〇BL02B1ビームライン担当者杉本邦久氏よりBL02B1へのピクセル検出器導入に

ついて発表があった。 

・ まず、2017B 期の実施課題の動向について説明があった。 

・ CdTe 半導体をもちいた Pilatus3 X CdTe 1M 検出器を導入することについて

説明があった（モジュール数 2 x 5、センシティブエリア 170 x 180 mm2、

最大フレームレート 500Hz、読み出し速度 0.95ms）。 

・ 現在、試験器 Pilatus3 X CdTe 300K（モジュール数 1 x 3、センシティブ

エリア 84 x 110 mm2）を借りて試験中。 

・ Si(1 mm)だと検出効率 60%(20 keV)、10%(40 keV)、一方、CdTe(1 mm)だと検

ほぼ 100%(40 keV まで)となることが紹介された。 

・ Pilatus、IP、CCDでシチジンに対して同じ構造解析用のデータを測定し、構

造解析した結果の説明があった。IP では測定に 11 時間かかったデータが

Pilatusでは 3時間で測定できた。 

・ 1M 検出器については、2018 年 1 月に導入し、2 月に BL02B1 に設置。2017Ｂ

期から供用開始を目指す。 

・ 今後、BL02B1 では、Pilatus、IP、CCD を目的に合わせて選択して使用でき

るようにする。 

 

〇BL02B2ビームライン担当者河口彰吾氏よりBL02B2の現状と高度化計画につい

て紹介があった。 

・ BL02B2では、12keV～38keVのエネルギー範囲で、MYTHEN 1K 検出器を用いた

実験が主流になったことの報告があった。 



・ 低温および高温窒素ガス吹付装置とサンプルチェンジャーを組み合わせた

自動計測システムはうまく稼働している。 

・ 2017B 期から、新ハンドリングシステム、温度・湿度の管理されたガス導入

ライン、通常とは別にロングアームに搭載された MYTHEN 検出器システム、

高温炉およびクライオスタット等を前面から導入できる新ゴニオステージ、

水平位置試料カメラを導入して供用を開始したことが紹介された。 

・ 2018A期からは、2次元 CdTeピクセルアレイ型検出器、新クライオスタット、

サンプルチェンジャーのアップグレード等を予定していることが報告され

た。 

 

〇JASRI の木村滋氏より SPring-8 次期計画について説明があり、参加者で総合

討論を行った。 

・ 次期リングでは、大幅に低エミッタンス化されることの説明があった。 

・ 輝度は約 20 倍になるが、フラックスについてはそれほど変化しないことが

説明された。 

・ コヒーレンスについては、水平方向は大きく向上するが垂直方向は少し向上

する程度であることが説明された。その結果、コヒーレントフラックスも約

20倍になる。 

・ ベンディングビームラインでは、光軸が現在から少し変更されることが説明

された、 

・ BL02B2粉末構造解析 BLのフラックスはほぼ維持されるが、BL02B1 単結晶構

造解析 BL では 10keV以上でフラックスが激減することが説明された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会合で使用した 資料会合で使用した 資料 

 

〇 BL02B1へのピクセル検出器導入について 杉本 邦久（JASRI） 

 



 



〇 BL02B2の現状と高度化計画について 河口 彰吾（JASRI） 

 



〇 SPring-8次期計画について 木村 滋（JASRI） 

 

 


